
 

  

  目  次 

ISSN 1881 － 980X 

一般社団法人日本科学教育学会 
Japan Society for Science Education 
発 行：小川 義和 
事務局：中西印刷株式会社 学会部内 
URL：http://www.jsse.jp 

････････････････････ 
 
････････････････････ 
 
･･･････････････････････ 
 

2021.4.15 

NO.252 

科学教育研究レター 

････････2 
  

････････5 
 

････････13 
  

････････17 

････････19 
 

 
････････20 

 
               

 
････････24 

 

 

■ 理事会だより 
第 292回報告(2021.3.20) 

■ 年会企画 
第 45回年会開催案内（第３次） 

■ 支部・研究会だより 
研究会等開催案内（発表募集，プログラム掲載） 

■ 国際交流委員会だより 
国際学会開催情報 

 

■ 若手活性化委員会だより 
第 45回日本科学教育学会年会若手チュートリア 

ル予告 

■ 編集委員会だより 

特集のお知らせ 

編集理事会報告 

「科学教育研究」投稿状況および掲載決定状況 

■ 広報委員会からのお知らせ 

 



－ 2 － 

 

一般社団法人日本科学教育学会第 292 回理事会報告 

 

日 時  2020 年 11 月 21 日（土）14:00~17:00 

会 場  ネット会議 

出席者  会長：小川，副会長：益子，秋田， 

     理事：青山，加藤，山下，寺田，内ノ倉，加納，益川，清水，北澤，辻，雲財，坂本，稲田，

出口，山本，瀬戸崎，谷塚，森田， 

     監事：佐伯，猿田 

     事務局長：隅田 

     幹事：坂谷内，塩澤 

     顧問：北原 

     オブザーバー：赤松 

 

１．議事要録（案）の承認 

○第 291 回理事会議事録（案）を承認した． 

２．第 292 回理事会までの電子会議による審議事項と審議結果 

〇事務局からの発議により，11/30 までに入会を希望した 3 名を電子会議により審査した結果，全員の

入会が承認された（2020 年 12 月 3 日）． 

〇事務局からの発議により，12/31 までに入会を希望した 2 名を電子会議により審査した結果，全員の

入会が承認された（2021 年 1 月 9 日）． 

〇事務局からの発議により，1/31 までに入会を希望した 3 名を電子会議により審査した結果，全員の

入会が承認された（2021 年 2 月 2 日）． 

〇事務局からの発議により，2/28 までに入会を希望した 4 名を電子会議により審査した結果，全員の

入会が承認された（2021 年 3 月 4 日）． 

３．報告事項 

１）庶務・事務局 

○事務局より文書受理（刊行物送付を含む）や諸対応について報告があった． 

〇理事会議事案と資料等の保管・管理について報告があった． 

２）会長 

○会長より学会への調査協力や文書対応について報告があった． 

３）経理・会員 

〇住所不明者について報告があった． 

４）機関誌編集 

〇編集状況について報告があった． 

〇カラー印刷代金（著者請求分）の改定について報告があった． 

〇招待論文規程について報告があった． 

〇特集（46 巻 1 号）について報告があった． 

理事会だより 
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５）学会賞 

〇2021 年度学会賞候補者の募集の公示について報告があった． 

６）支部・研究会 

〇研究会支部について報告があった． 

〇支部研究会における財政健全化に向けた取り組み案について報告があった． 

〇JSSE 研究会（国際交流委員会）（仮称）に向けたタスク等について協議について報告があった． 

７）調査研究・学術交流・男女共同参画ワーキング 

〇第 25 回教科「理科」関連学会協議会（CSERS）シンポジウムの開催について報告があった． 

〇会員・委員会委員における女性比率について報告があった． 

〇女性役員・委員・代議員懇話会について報告があった． 

８）国際交流 

・EASE（East Asian Association of Science Education）Conference2021 について報告があった． 

９）年会企画 

〇第 45 回年会（鹿児島大会）進捗状況について報告があった． 

〇年会論文集（J-stage掲載分）の修正に関する取り決めについて報告があった． 

10）広報・学会 IT 化 

〇JSSE 学会 Webサイトのサーバ移行と CMS更新作業について報告があった． 

〇『科学教育研究レター』No．250・251 の発行（Web掲載）について報告があった． 

〇科学教育メールマガジンの発行について報告があった． 

〇インターネット資料収集保存事業に関する参加について報告があった． 

11）若手活性化 

〇2020 年度第 3 回研究会（若手活性化委員会開催）の開催結果について報告があった． 

〇第 45 回年会における若手活性化委員会企画の準備状況について報告があった． 

４．協議事項 

１）経理・会員 

○資料に基づき，退会希望者 67 名を承認した． 

＊現在会員数 1,393 名（正会員 1,188 名，学生会員 140 名，名誉会員 20 名，公共会員１名，賛助会

員 3 名，シニア会員 41 名）（2021 年 3 月 5 日付） 

（前回理事会：会員数 1,444 名（正会員 1,239 名，学生会員 140 名，名誉会員 20 名，公共会員１名，

賛助会員 3 名，シニア会員 41 名）（2020 年 11 月 6 日付） 

２）年会企画 

〇第 47 回年会の開催機関について説明があり承認された． 

〇年会企画委員の交代について説明があり承認された． 

３）広報・学会 IT 化 

〇今後の広報活動の見直しについて説明があり承認された． 

４）財政健全化検討部会 

〇日本科学教育学会の財政健全化について説明があり，支部研究会の運営や会費の見直しについて検

討することが承認された． 

５．次回以降の理事会予定 

・第 293 回：2021 年 6 月 19 日（土）14:00~17:00 場所：ネット会議  
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・第 294 回：2021 年 8 月 20 日（金）15:00~17:00 場所：鹿児島大学 

・第 295 回：2021 年 11 月 20 日（土）14:00~17:00  場所：株式会社内田洋行 新川第２オフィス  

・第 296 回：2022 年 3 月 19 日（土）14:00~17:00  場所：株式会社内田洋行 新川第２オフィス 
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１．日程：2021 年 8 月 20 日（金）～22 日（日）（3 日間を予定）  

 

２．会場：鹿児島大学郡元キャンパス  

（〒890-8580 鹿児島県鹿児島市郡元 1−21−42） 

https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/access.html  

 

３．主催：一般社団法人日本科学教育学会 

 

４．後援（予定）：文部科学省，鹿児島県教育委員会，鹿児島市教育委員会， 

国立大学法人鹿児島大学 
 

５．スケジュール概要（予定）※プログラム編成により変更になる場合があります． 

20 日（金） 午後：研究発表 理事会 顧問・理事・代議員合同会議 

21 日（土） 午前：研究発表 招待講演（科学教育研究セミナー） 

 午後：総会・表彰 シンポジウム 

22 日（日） 午前：研究発表 

 午後：研究発表（申込状況により設定） 

※この他，各委員会による企画，各委員会の会合等があります． 

※懇親会は，開催いたしません． 

  

第 45 回年会開催案内（第３次） 

年 会 



－ 6 － 

６．タイムテーブル（予定） ※プログラム編成により変更になる場合があります． 
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７．内容：次の内容を予定しています 

（1）シンポジウム 

「コロナ禍と科学教育研究」 

 

新型コロナウイルス感染症拡大により，フォーマル/インフォーマルに関わらず，学びの場に大き

な影響を与えている．また，ウィズコロナ・ポストコロナ時代を見据えた上で，コロナ禍における

教育実践の成果や課題について整理し，新たな学びの実現につなげていくことが重要であろう．そ

こで，本シンポジウムでは，コロナ禍における実践的な観点や，学習者に求められる資質・能力の

観点などを踏まえ，科学教育研究として期待される研究アプローチについて議論する． 

 

司 会：瀬戸崎典夫氏（長崎大学） 

登壇者：天野慎也氏（鹿児島大学教育学部附属中学校） 

隅田 学氏（愛媛大学） 

奥本素子氏（北海道大学） 

林 敏浩氏（香川大学） 

      渡邊雄貴氏（東京理科大学） 

益川弘如氏（聖心女子大学） 

  指定討論：小川義和氏（国立科学博物館） 

 

（2）招待講演（科学教育研究セミナー） 

北澤 武氏（東京学芸大学）・藤谷 哲氏（目白大学）（2020 年度科学教育学会論文賞） 

題目「小学校理科教育法における ICT活用指導力向上を目指した模擬授業の効果分析」 

昨今，GIGA スクール構想の実現により，インターネットに接続された環境下において，児童生

徒 1人 1台の端末を活用した ICT活用指導力を向上させることが教員に求められている．本講演で

は，小学校理科教育法を受講する教員養成系大学の学生に，ICT活用指導力の向上を目指した模擬

授業の方法を検討し，その実践と効果について報告する． 

 

（3）課題研究発表 

特定のテーマについて議論できる場とします．企画をお持ちの方は応募ください．詳細は「８．発

表申込等について」をご覧ください． 

 

（4）一般研究発表 

一般の口頭発表形式のセッションです．詳細は「８．発表申込等について」をご覧ください． 

 

（5）インタラクティブセッション 

オンラインでのポスター発表もしくは実演紹介の形態で，研究内容についてインタラクティブにじっ

くりと語り合う場です． 

※インタラクティブセッション発表上の注意 

・Zoom のブレイクアウトルーム機能を利用します． 

・各発表に１つのブレイクアウトルームを用意しますので，発表者は画面共有機能を利用しながら
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発表やディスカッションを行ってください． 

・画面共有機能を利用するため，発表内容をポスター形式で 1枚（ファイル形式，サイズ自由）に

まとめたものをご準備ください． 

・その他，補助資料等は必要に応じて各自ご準備ください． 

・発表時間（2 時間）中は，参会者の質問等に応じる機会を持つようにしてください． 

・その他，詳細は「８．発表申込等について」をご覧ください． 

 

（6）その他の企画 

 

８．発表申込等について 

・発表申し込みの際には，「参加受付番号」の入力が必要になります．参加申し込み（年会 Webサイト

の参加申込用リンク：東武トップツアーズ（株）が管理）を先に済ませた後，メールで通知いたしま

す「参加受付番号」を確認して，発表申し込みを行ってください． 

・2021 年 9 月以降に年会論文集の原稿を J-STAGE に掲載します． 

・原稿提出締め切り期日を厳守してください．原稿提出締め切り期日後は，年会論文集や J-STAGE への

掲載も含めて，学会側の瑕疵を除き，修正や差し替えができませんことをご了承ください． 

 

（1）課題研究発表の申込・原稿提出 

特定のテーマについて徹底的に議論できる場とします．企画をお持ちの方は応募ください． 

なお，企画応募締切が例年より 1週間ほど早くなっていますので，ご注意ください． 

＜スケジュール（予定）＞ 

・企画応募締切：2021 年 4 月 23 日（金）【オーガナイザー → 年会企画委員会】 

・受 理 審 議 ：2021 年 5 月 6 日（木） ～ 5 月 7 日（金）【年会企画委員会】 

・審議結果報告：2021 年 5 月 10 日（月）【年会企画委員会 → オーガナイザー】 

・原稿提出期間：2021 年 5 月 17 日（月） ～ 6 月 9 日（水）【オーガナイザー → アップロード】 

※6 月 9 日（水）は，登壇者がオーガナイザーに提出する期限ではなく，オーガナイザーが登壇者全

員の原稿をとりまとめて年会企画委員会に提出（「JSSE 年会申込 Web サイト」からアップロード）

する期限です．なお，前回大会より，登壇者自身でアップロードすることも可能になりました．従

前どおり，オーガナイザーが全員分を取りまとめてアップロードいただくか，登壇者自身でアップ

ロードいただくか，どちらかの方法でご提出ください． 

 

＜企画応募方法＞ 

・年会 Webサイト掲載の方法で，申し込んでください． 

＜原稿提出方法＞ 

・年会 Webサイト掲載の方法で，「JSSE 年会申込Webサイト」から必要事項を記入の上，完成原稿（発

表 1件あたり 4ページまたは 2ページ）の PDFファイル（1ファイル約 1MB未満，セキュリティな

し）を提出（アップロード）してください． 

＜応募に当たっての留意事項＞ 

・オーガナイザー資格：会員でなければなりません． 

・登壇者：登壇者を企画受付締切までに確定してください．課題研究発表での登壇は 1 回とし，登壇者
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の重複はできません．登壇を依頼される場合には，当該登壇者が他の課題研究発表と重複ができない

点を周知・確認した上で確定するようにしてください．なお，登壇者とは別に指定討論者を立てる場

合には，申請用紙に記入してください．指定討論者については，重複を認めます． 

・登壇者資格：登壇者は会員，非会員を問いません．ただし，非会員による発表件数は，原則として当

該課題研究における全発表件数の半数を超えないものとします．やむを得ずに半数を超える場合は，

企画受付締切までにその理由を申請用紙に添えて申し込んでください．非会員の発表件数が全発表件

数の半数を超えた場合で理由書の添付されていない企画は受理されません．非会員の発表件数が当該

課題研究における全発表件数の半数を超えている企画について受理するかどうかは，年会企画委員会

で審議します．なお，受理された企画であっても，受理後に登壇者の変更がなされ，非会員による発

表件数が当該課題研究における全発表件数の半数を超えた場合，受理が取り消される場合もあります

ので，ご留意願います． 

 

（2）一般研究発表・インタラクティブセッションの申込・原稿提出 

＜スケジュール（予定）＞ 

・申込及び原稿提出期間：2021 年 5 月 17 日（月） ～ 6 月 9 日（水） 

※申込と原稿提出を同時に行ってください． 

※期日等に変更が生じた場合は，学会 Web や科学教育研究レターなどで通知します． 

＜申込及び原稿提出方法＞ 

・年会 Web サイト掲載の方法で，「JSSE 年会申込 Web サイト」から必要事項を記入の上，完成原稿の

PDFファイル（1ファイル約 1MB未満，セキュリティなし）を提出（アップロード）してください． 

＜資格・登壇可能件数＞ 

・登壇者資格：会員でなければなりません． 

※本欄における「会員」とは，学会事務局が入会申込書の受付を済ませていることを意味します．た

だし，発表申込及び原稿提出期間と年会開催日程が学会の事業年度（毎年 7 月 1 日から翌年 6 月 30

日）をまたぐため，入会申込書の受付を済ませた者の入会時期（入会手続きの完了時期）について

は，発表申込及び原稿提出期間の年度ではなく，年会が開催される新年度からの入会でも可としま

す． 

・登壇者として申込可能な一般研究発表・インタラクティブセッションの件数は，各 1 件です．なお，

一般研究発表・インタラクティブセッションの登壇者は，課題研究，その他の企画にも登壇すること

ができます． 

＜発表時間＞ 

・一般研究発表の持ち時間は 20 分程度（発表 15 分，質疑・討論 5 分）を予定しています． 

・インタラクティブセッションは 2 時間の発表時間を設定する予定です． 

 

（3）年会論文原稿の執筆内容に関する留意事項 

原稿執筆にあたっては，次の要件を満たすように心がけてください． 

◆研究領域 

日本科学教育学会の会員が関心を持つ研究領域の研究である． 

◆主題または問題の所在 

問題の所在が明快である． 



－ 10 － 

◆研究の背景 

関連研究，依拠する理論，関連する実践等によって，研究の背景が明示されている． 

◆研究の方法 

研究の方法論，手順，計画などが適切で，それらが明示されている． 

◆結果と知見 

得られた結果，知見，アイデア等が明示されている． 

◆結論 

問題の所在に即した結論や課題が明示されている． 

 

９．各委員会等による企画 

（1）若手活性化委員会 

・20 日（金）の午後に，チュートリアル（現地とオンラインでの参加）を計画中です． 

（2）国際交流委員会 

・21 日（土）の昼に，国際ランチョン・ミーティングを計画中です．オンライン開催の予定です． 

 

10．年会の開催形態等について 

・第 45 回年会は，新型コロナウイルス感染症対策をとった上で，現地発表（鹿児島）を基本として開催

しますが，オンラインでの参加・発表ができます．ただし，インタラクティブセッションは現地発表

ではなく，オンライン発表のみとなります． 

・現地参加およびオンライン参加に関わらず，各自でオンライン会議システム Zoom 等が利用できる機

器（パソコン・タブレット，イヤホン，マイク）の準備をお願いいたします．なお，鹿児島大学では，

ローミングサービス eduroam を利用することができます．eduroam のアカウントをお持ちではない方

には，ビジター用アカウント（提供数に上限有り）を発行する予定です（詳細は，後日「JSSE 年会申

込Webサイト」でご案内いたします）． 

・年会論文集（プログラムを含みます．要旨集は発行しません）は，電子的方法にて配布いたします． 

・会期中に台風・地震などの災害が起こった際や，新型コロナウイルス感染拡大による緊急事態宣言が

現地で発令された際の中止や開催方法の変更等の対応につきましては，開催校である鹿児島大学の規

定等を準用して判断し，年会 Webサイト等を通じてご案内します． 

 

11．参加費 

・参加費は，会員種別・支払日に応じて，表 1 の通りとなります． 

・Web 参加申込期日：2021 年 5 月 7 日（金）0:00～8 月 22 日（日）12:00 

・登壇者参加費支払期限：7 月 9 日（金）23:59 

 支払期限までに支払いいただけなかった場合は，発表要旨が提出済みであっても，発表が取り消しと

なります． 

・申込先：年会 Webサイトの参加申込用リンク（東武トップツアーズ（株）が管理）からお申し込みく

ださい． 
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表 1．参加費一覧表 

会員種別 参加費（事前） 参加費（通常） 

正会員・シニア会員 7,000円 8,000円 

学生会員 4,000円 5,000円 

非会員（学生以外） 8,000円 9,000円 

非会員（学生） 7,000円 8,000円 

支払期限 7 月 9 日（金） 8 月 22 日（日） 

支払方法 
クレジットカード払い 

銀行振込 

クレジットカード払い 

 

※参加費には，年会論文集ダウンロード案内が含まれています． 

※支払方法：年会 Webサイトに掲載の方法で送金してください．手数料はご負担ください． 

※参加費等の支払いは，クレジットカード払いと銀行振込が利用できます．ただし，銀行振込は，7 月

9 日（金）までとなります．振込先口座番号は，申し込み画面にて確認できます． 

※クレジットカード払いの場合，支払い完了後に送信されるメールにて，年会論文集やオンライン発表

に関わる情報を送信いたします．銀行振込の場合，7 月 9 日（金）以降にメールにて，年会論文集やオ

ンライン発表に関わる情報を送信いたします．受信したメールは，大会参加に必要な情報が含まれてお

りますので，各自で保管しておいてください． 

※領収書は，Webサイトから取得することができます． 

※申込後のキャンセルの場合，理由の如何を問わず，返金はできかねますので予め承知願います． 

 

12．宿泊の斡旋 

・年会 Webサイトから，鹿児島市内の宿泊施設を予約することができます．なお，宿泊プランの申込・

キャンセルにつきましては，別途，東武トップツアーズ（株）の規定によります． 

・（公財）鹿児島観光コンベンション協会に対して，大会運営への補助金を申請する予定です．補助を受

けるためには，県外からの参加者で鹿児島市内のホテルに宿泊する方の「都道府県・お名前・宿泊先

ホテル名」の情報が必要です．別途 webアンケートを実施する予定ですので，ご協力いただけますよ

う，よろしくお願い申し上げます． 

 

13．託児サービス 

会期中の託児サービスは，学会では準備いたしませんので，必要に応じて会員各自で手配ください． 

 

14．連絡先：日本科学教育学会第 45 回年会実行委員会 

      E-mail：jsse2021.kagoshima [at mark] gmail.com 

 

15．第 45 回年会実行委員会 

委 員 長 土田 理（鹿児島大学） 

副委員長 山口武志（鹿児島大学） 

委  員 山本朋弘（中村学園大学），内ノ倉真吾（鹿児島大学） 
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16．年会企画委員会 

委 員 長 大谷 忠（東京学芸大学） 

副委員長 向 平和（愛媛大学），川上 貴（宇都宮大学） 

幹  事 服部裕一郎（高知大学） 

担当理事 山本智一（兵庫教育大学），瀬戸崎典夫（長崎大学） 

委  員 林 敏浩（香川大学），小泉健輔（群馬大学），畠山 久（法政大学）， 

高橋 聡（関東学院大学），中原久志（大分大学），高井吾朗（愛知教育大学）， 

江草遼平（千葉商科大学），山田真子（長崎大学），神山真一（大阪体育大学）， 

木村優里（明治学院大学），福田博人（岡山理科大学），川崎弘作（岡山大学）， 

山中真悟（福山市立大学），内ノ倉真吾（鹿児島大学） 
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今後の開催計画 

開催支部／委員会 開催日 発表申し込み締切日 会場 

四国支部 2021年 5月 22日 締め切りました オンライン開催 

中国支部 2021年 6月 12日 2021年 5月 3日 オンライン開催 

東海支部 2021年 6月 26日 2021年 5月 16日 オンライン開催 

 
 研究会に関する最新情報は学会 Web ページに掲載しますので，ご確認ください． 

※右の QR コードより，学会 Web ページ（研究会案内）にアクセスできます． 
 

https://jsse.jp/1-3  
 

 

2020 年度 第 6回日本科学教育学会研究会（四国支部） 

［テーマ］変わる日常と科学教育 

［主 催］一般社団法人 日本科学教育学会 

［日 時］令和３年（2021）５月 22 日（土） 9:00～17:00 

［会 場］オンライン開催（試行） 

［対 象］会員，教員，学生，社会人 

［参 加］発表の有無にかかわらず参加できます．会員でない方もご参加いただけます． 

参加費は無料です． 

オンライン開催（試行）に参加をご希望の方は，2021 年 5 月 20 日（木）までに「申込み先」

まで E-mail でご連絡ください．5 月 21 日(金)以降にオンライン開催（試行）の ZOOM URL

を直接ご連絡いたします． 

なお，研究会当日の録音，録画はご遠慮ください． 

［申込み先］2020 年度第６回日本科学教育学会研究会・企画編集委員：林 敏浩 

〒760-8521 香川県高松市幸町１－１  

香川大学創造工学部 造形・メディアデザインコース 

Tel (087-832-1525)  

E-mail：hayashi.toshihiro(atmark)kagawa.ac.jp（林 敏浩） 

［発表申込・論文提出締切］ 

発表申込は締切ました． 

原稿投稿料の支払いと原稿の提出締切は，令和３年（2021）５月６日（木）です． 

次のウェブサイトから投稿してください． 

〈https://jsse-kenkyukai-form.jp/ 〉 

研究会情報のプルダウンメニューで「四国支部」を選んでください．  

2020 年度研究会開催のお知らせ 

支部・研究会だより 
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投稿完了メールは＜info(atmark)jsse-kenkyukai-form.jp＞より自動送信されます．このアドレス

からのメールを受信できるように，あらかじめフィルタ設定等をご確認ください．アドレス

の(atmark)の部分は＠です． 

原稿提出が指定の期日に遅れますと，投稿できなくなり，自動的に取り消しとなります．ま

た，原稿投稿料が指定の期日に遅れますと，発表できませんので，ご注意ください． 

 

多数の方々の申込をお待ちしております． 

日本科学教育学会 四国支部長 赤松 直（高知大学） 

 

2020 年度 第 7回日本科学教育学会研究会（中国支部） 

［テーマ］未来に拓く科学教育研究とその実践 

［主 催］一般社団法人 日本科学教育学会 

［日 時］令和 3 年（2021）6 月 12 日（土）10：30～15：00 

［会 場］オンライン開催（試行） 

［対 象］会員，教員，学生，社会人 

［参 加］発表の有無にかかわらず参加できます．会員でない方もご参加いただけます． 

参加費は無料です． 

オンライン開催（試行）に参加をご希望の方は，2021 年 6 月 10 日（木）までに「申込み先」

までご連絡ください．後日，オンライン開催（試行）の URL を直接ご連絡いたします（6 月

11 日に URL をお送りする予定です）． 

なお，研究会当日の録音，録画はご遠慮ください． 

［申込み先］2020 年度第 7 回日本科学教育学会研究会・企画編集委員：泉 直志 

〒680-8551 鳥取県鳥取市湖山町南 4-101 鳥取大学 地域学部 

Tel(0857-31-5116) 

E-mail: izumi(atmark)tottori-u.ac.jp（泉直志）2021 年度第６回日本科学 

［発表申込・論文提出締切］ 

発表は，単名または連名発表者に 1 名以上の会員を含むことが条件となります．発表申し込

み時に「入会申し込み」が完了していれば，会員として扱うこととします． 

希望される方は，氏名，所属，発表題目，E-mailアド レス，電話番号，連絡先住所，使用機

器 を明記した E-mail を 企画編集委員：泉直志（鳥取大学）までお送りください． 

発表申込締切は，令和３年（2021）5 月 3 日（月）です． 

研究会研究報告の原稿執筆要項は学会ホームページをご参照ください． 

〈URL: https://jsse.jp/images/contents/kenkyu/2018/WritingGuidelineFrom2019.pdf 〉 

研究会研究報告の原稿例も学会ホームページをご参照ください． 

〈URL: https://jsse.jp/images/contents/kenkyu/2018/WritingExampleFrom2019revised.docx 〉 

原稿投稿料の支払いと原稿の提出締切は，令和３年（2021）5 月 24 日（月）です． 

次のウェブサイトから投稿してください． 

〈 https://jsse-kenkyukai-form.jp/ 〉 

研究会情報のプルダウンメニューで「中国支部」を選んでください． 

投稿完了メールは＜info(atmark)jsse-kenkyukai-form.jp＞より自動送信されます．このアドレス
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からのメールを受信できるように，あらかじめフィルタ設定等をご確認ください．アドレス

の(atmark)の部分は＠です． 

原稿提出が指定の期日に遅れますと，投稿できなくなり，自動的に取り消しとなります．ま

た，原稿投稿料が指定の期日に遅れますと，発表できませんので，ご注意ください． 

 

多数の方々の申込をお待ちしております． 

中国支部長 栢野彰秀（島根大学） 

 

2020 年度 第 8回日本科学教育学会研究会（東海支部） 

［テーマ］新しい学びに向かう科学教育研究 

［主 催］一般社団法人 日本科学教育学会 

［日 時］令和 3 年（2021）6 月 26 日（土）10：30～15：00 

［会 場］オンライン開催（試行） 

［対 象］会員，教員，学生，社会人 

［参 加］発表の有無にかかわらず参加できます．会員でない方もご参加いただけます． 

参加費は無料です． 

オンライン開催（試行）に参加をご希望の方は，2021 年 6 月 23 日（水）までに「申込み先」

まで E-mail でご連絡ください．6 月 24 日（木）以降にオンライン開催（試行）の ZOOM URL

を直接ご連絡いたします． 

なお，研究会当日の録音，録画はご遠慮ください． 

［申込み先］2020 年度第 8 回日本科学教育学会研究会・企画編集委員：寺田 光宏 

〒501-6194 岐阜県岐阜市柳津町高桑西 1-1 岐阜聖徳学園大学教育学部 理科専修 

Tel/Fax (058-279-0804) 

E-mail: terada (atmark)gifu.shotoku.ac.jp（寺田 光宏） 

［発表申込・論文提出締切］ 

発表は，単名または連名発表者に 1 名以上の会員を含むことが条件となります．発表申し込

み時に「入会申し込み」が完了していれば，会員として扱うこととします． 

希望される方は，氏名，所属，発表題目，E-mailアド レス，電話番号，連絡先住所，使用機

器 を明記した E-mail を 企画編集委員：泉直志（鳥取大学）までお送りください． 

発表申込締切は，令和３年（2021）5 月 16 日（日）です． 

研究会研究報告の原稿執筆要項は学会ホームページをご参照ください． 

〈URL: https://jsse.jp/images/contents/kenkyu/2018/WritingGuidelineFrom2019.pdf 〉 

研究会研究報告の原稿例も学会ホームページをご参照ください． 

〈URL: https://jsse.jp/images/contents/kenkyu/2018/WritingExampleFrom2019revised.docx 〉 

原稿投稿料の支払いと原稿の提出締切は，令和３年（2021）6 月 5 日（土）です． 

次のウェブサイトから投稿してください． 

〈 https://jsse-kenkyukai-form.jp/ 〉 

研究会情報のプルダウンメニューで「中国支部」を選んでください． 

投稿完了メールは＜info(atmark)jsse-kenkyukai-form.jp＞より自動送信されます．このアドレス

からのメールを受信できるように，あらかじめフィルタ設定等をご確認ください．アドレス
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の(atmark)の部分は＠です． 

原稿提出が指定の期日に遅れますと，投稿できなくなり，自動的に取り消しとなります．ま

た，原稿投稿料が指定の期日に遅れますと，発表できませんので，ご注意ください． 

 

多数の方々の申込をお待ちしております． 

東海支部長 大鹿聖公（愛知教育大学） 
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2021 年 

EASE Conference 2020 

開催地：Daegu, Korea 

期間：2021 年 6 月 18-20 日（2021 年 2 月 3-6 日から延期，オンラインによる開催） 

http://www.ease2020.kr/ 

 

16th Biennial International History, Philosophy, and Science Teaching Group Conference 

開催地：Calgary, Canada 

期間：2021 年 7 月 4-8 日 

http://www.ihpst.net/content.aspx?page_id=22&club_id=360747&module_id=400512 

 

The 14th International Congress on Mathematical Education  

開催地：Shanghai, China 

期間：2021 年 7 月 11-18 日（2020 年 7 月から延期, オンラインとオンサイトのハイブリッド開催） 

www.icme14.org 

 

The 6th International STEM in Education Conference  

開催地：Vancouver, Canada  

期間：2021 年 7 月 15-17 日（2020 年 7 月から延期） 

http://stem2020.ubc.ca/ 

 

History and Pedagogy of Mathematics (HPM) 2020  

開催地：Macao, China  

期間：2021 年 7 月 20-24 日（2020 年 7 月から延期） 

http://www.clab.edc.uoc.gr/HPM/about%20HPM.htm 

 

The 44th Conference of the International Group for the Psychology of Mathematics Education（PME44） 

開催地：Khon Kaen, Thailand, 

期間：2021 年 7 月 20-24 日（2020 年 7 月にオンライン会議を一部開催した上で延期）  

http://www.igpme.org/annual-conference/  

https://pme44.kku.ac.th/home/  

 

 

 

国際学会開催情報 

国際交流委員会だより 
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The 14th Conference of the European Science Education Research Association 

開催地：Braga, Portugal 

期間：2021 年 8 月 30 日-9 月 3 日 

 

The 11th International Mathematics Education and Society Conference (MES11) 

開催地：Klagenfurt, Austria 

期間：2021 年 9 月 24 日-29 日 

https://conference2.aau.at/event/45/timetable/?print=1&view=standard  

 

2022 年 

The 12th Congress of the European Society for Research in Mathematics Education (CERME12) 

開催地：Bolzano, Italy 

期間：2022 年 2 月 2 日-6 日（2021 年 2 月から延期） 

https://www.cerme12.it  

 

26th IUPAC International Conference on Chemistry Education  

開催地：Cape Town, South Africa 

期間：2022 年 7 月 18-22 日（2020 年 7 月から延期）2 年ごとに開催される化学教育の国際会議． 

https://www.icce2020.org.za/  

 

  



－ 19 － 

 

 

 2021 年 8 月 20 日（金）～22 日（日）に鹿児島大学で開催されます第 45 回年会において，若手チュー

トリアルを大会初日の 8 月 20 日（金）の午後に開催予定です． 

 

１．企画内容 

(1)チュートリアル 

 今年のチュートリアルは第 44 回年会にて予告した通り，「研究方法論（methodology）」をテーマに行

う予定です．予告動画にて告知したように，ゲストスピーカーは主に質的分析で研究されている舟橋友

香先生（奈良教育大学）と，主に量的分析で研究されている中村大輝先生（広島大学大学院）のお二人

です．お二人の先生には，具体的な分析手法のほか，「どのような認識論に基づいて研究を行ったのか」，

「どのように研究をデザインしていったのか」などについて詳しく語ってもらいます．研究手法だけで

なく，背後にある認識論や研究デザインなどについても考えることができるチュートリアルの予定です．

みなさんの研究の幅を広げる機会にもなると思いますので，興味のある方はぜひご参加ください． 

 

※スタートパーティおよびフィールドワークは予定しておりません．ご留意ください． 

 

２．その他 

 情報は，若手活性化委員会 Facebook ページやメーリングリストで続々公開しております．どうぞご

期待下さい． 

 

〇若手活性化委員会 Facebook 

https://www.facebook.com/jssewakate/  

 

〇JSSE 若手研究者メーリングリスト登録 URL 

https://goo.gl/tClQb4  

 

 

（山本輝太郎：明治大学，大谷洋貴：日本女子大学） 

 

  

第 45 回日本科学教育学会年会若手チュートリアル予告 

若手活性化委員会だより 



－ 20 － 

 

 

 

 

編集委員会では，下記の主旨で，「科学教育研究」第 46 巻第 1 号での特集を企画します．なお，今回

の特集では投稿論文の募集は行いませんので，ご了承ください． 

 

編集委員長・特集編集部会長 山口悦司 

 

記 

 

特集名：コロナ禍における科学教育 

 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は，私たちの社会や生活に対して多大な影響をもたらしてい

る．我が国の科学教育に関係する人々は，これまでに経験したことのない影響下において，さまざまな

取り組みを行ってきている．一方で，従来通りの教育を持続することの困難を克服し，科学をとりまく

「学びを止めない」ための努力を重ねている．他方で，従来には戻ることができないポストコロナ時代

を見据えて，従来までの教育を革新しようとする試みもなされている． 

そこでは，我が国の科学教育に関係する人々は，何を考えて，どのように行動してきたのだろうか．

100 年に一度とも言われる未曾有の状況における科学教育関係者の貴重な経験をアーカイブ化すること

は，科学教育に関する公共性の高い事業に取り組む本学会こそが手がけるべき重要かつ喫緊の課題であ

ると考えられる．編集委員会では，このような考えに基づいて，「コロナ禍における科学教育」をテーマ

とし，特に科学教育の実践的取り組みに焦点を当てた「科学教育研究」の特集を企画した． 

本特集は，本特集のテーマの特性と本特集の企画趣旨の観点から，これまでの特集とはやや異なった

編集・構成を行う．具体的には，編集委員会の委員長・副委員長・編集担当理事を中心とした特集編集

部会を設置し，会員からの論文投稿を募集せず，これまでの特集において採用されてきた招待論文の制

度を活用して，招待論文によって特集を構成する．その理由は，第一に，特集の限られた紙面の中で，

対象者やフィールドや内容領域といった本学会が射程としている科学教育の多様性をできる限り反映し

た特集の刊行を行うためである．第二に，現行の論文種別に必ずしも適合しない実践事例の報告を主た

る目的とした論文を本特集に収録するためである．以上の編集・構成による特集を通して，「科学教育研

究」の機関誌編集・刊行の立場から，現在および未来にわたる科学教育関係者の貴重な経験の蓄積と共

有に貢献する． 

 

特集編集部会の構成メンバー 

部会長：山口悦司（編集委員長／神戸大学） 

副部会長：御園真史（編集副委員長／島根大学），磯部征尊（編集副委員長／愛知教育大学） 

特集編集部会委員：鈴木宏昭（編集幹事／山形大学），岩田耕司（編集幹事／福岡教育大学）， 

内ノ倉真吾（編集担当理事／鹿児島大学），加納  圭（編集担当理事／滋賀大学）， 

編集委員会だより 

特集のお知らせ 
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清野辰彦（編集委員／東京学芸大学），渡辺雄貴（編集委員／東京理科大学）， 

三好美織（編集委員／広島大学），今井  泉（編集委員／東邦大学），東原貴志（編

集委員／上越教育大学），高須佳奈（編集委員／島根大学）など 

 

発刊予定：2022 年 3 月 

 

 

 

 令和 3 年 3 月 2 日（月）にオンライン会議システム Zoom を利用した遠隔会議で開催された．次期特

集号（46 巻 1 号）の招待論文（実践報告）の執筆候補者が提案され，了承された．また，趣意書（案）

及び特集編集部会の構成（案）が提案され，種々意見交換した後，了承された． 

 

 

 

 

 令和 3 年 3 月 20 日（土）にオンライン会議システム Zoom を利用した遠隔会議で開催された．報告事

項として，次の事項が報告された．まず，「科学教育研究」の編集状況（2 月末現在），特集「STEM/STEAM

教育に関する理論的・実証的研究」（45 巻 2 号）の編集状況（3 月 20 日現在），特集「次世代を担う若手

研究者の科学教育研究」（45 巻 4 号）の編集状況（3 月 20 日現在）について，報告された．次に，カラー

印刷代金（著者請求分）の改定について，報告された．その後，財政健全化案（編集委員会関連）につ

いての説明があり，財政健全化案の論点を確認した．審議事項として，次の事項が審議された．まず，

招待論文規程（2021 年 4 月版）についての説明があり，一部修正した上で，承認された．理事会に報告

後，学会ホームページ等に掲載することを確認した．次に，特集号（特集名：コロナ禍における科学教

育）の「特集のお知らせ」について，種々意見交換した後，了承された．その後，J-Stage の電子付録・

Data についての説明があり，他学会などの動向に注視しつつ，導入の可否について引き続き検討してい

くことを確認した． 

 

 

 

2021 年 3 月 31 日時点の「科学教育研究」編集状況は，下記の通りである． 

 

１．新規投稿論文（2021.3.1～2021.3.31）：11 編 

【内訳】和文 11 編，英文 0 編 

 

２．査読中論文（2021.3.31現在）：23 編 

【内訳】担当編集委員選定中：2 編 

査読者選定中：1 編 

査読中（1 回目）：8 編 

2020 年度第 5 回編集理事会報告 

「科学教育研究」編集状況報告 

2020 年度第 6 回編集理事会報告 



－ 22 － 

担当編集委員による第 1 審総合判定中：2 編 

改訂稿待ち：0 編 

査読中（2 回目）：8 編 

担当編集委員による第 2 審総合判定中：2 編 

編集委員長による最終判定中：0 編 

 

３．掲載決定論文（2021.3.1～2021.3.31）：7 編 

【内訳】研究論文：6 編 

総説・展望：0 編 

資料：1 編 

プラザ：0 編 

【合計】45-2 号：7 編（通算 13 編），45-3 号：0 編（通算 0 編） 
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「科学教育研究」投稿状況および掲載決定状況 
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ＵＲＬ： http://www.jsse.jp 
□ 事務局    中西印刷（株） 学会部  内     ＴＥＬ：075-415-3661   ＦＡＸ：075-415-3662 
                                           E-mail：jsse [at mark] nacos.com 

                                           〒602-8048  京都市上京区下立売通小川東入ル 

□編集事務局（論文投稿・査読編集）         ＴＥＬ：075-415-3155   ＦＡＸ：075-417-2050 
                                           E-mail：jsse-hen [at mark] nacos.com 
             中西印刷（株） 学会部  内     〒602-8048  京都市上京区下立売通小川東入ル 

  郵便振替口座：00170-6-85183  日本科学教育学会 

  銀 行 口 座：みずほ銀行 京都中央支店  普通 2269008  日本科学教育学会 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報委員会からのお知らせ 
 

 科学教育研究レター第 252 号をお届けします．一般社団法人日本科学教育学会の広報活動につ

いてお気づきの点などがございましたら，学会 Webサイトにある「お問い合わせ」をご利用の

うえ，お知らせください． 

 

担当理事： 谷塚光典（信州大）     森田裕介（早稲田大） 

委    員： 内ノ倉真吾（鹿児島大）   益川弘如（聖心女子大）  辻 宏子（明治学院大） 

 稲田結美（日本体育大）越智拓也（国立教育政策研究所） 高井吾朗（愛知教育大）

 山本輝太郎（明治大）  

幹    事： 榎本哲士（北海道教育大）  辻山洋介（千葉大） 石﨑友規（常磐大）  

後藤みな（山形大） 
 

一般社団法人日本科学教育学会          Japan Society for Science Education 

科学教育研究レター編集 日本科学教育学会広報委員会 


